
すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=5,065m～

■ 路線の概況

当該事業地である伊豆市土肥地内では、現道が急峻な山間地
を通過することから線形不良や狭隘な箇所が多く、車両相互の
すれ違いが困難であるなど交通に支障を来していることから、こ
れらを解消し、円滑な交通の確保を目的に整備を行っています。

国道１３６号は、下田市を起点とし三島市に至る幹線道路であ
り、観光を中心とした伊豆地域の産業や地域住民の生活を支え
る伊豆西海岸唯一の幹線道路です。

山間部を通過する現道は、急カーブが連続し、道路幅員も狭いた
め、観光バスやトラックのすれ違いが困難な箇所が連続し、特に
観光シーズンにおいて交通に支障を来しています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

国道１３６号国道１３６号 土肥拡幅土肥拡幅
伊豆市土肥伊豆市土肥

現況（土肥峠工区） 整備中（橋梁工）

平成22年4月

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

(国)１３６号

伊豆市土肥

(主）沼津土肥線 至 三島

（土肥峠工区）

（八木沢工区）

整備後（一部供用開始）
現況（八木沢工区）

事業箇所

■ 進捗状況

現在土肥峠工区の事業を推進しており、平成24年度は
橋梁設計及び道路工事を行います。

平成20年代後期以降

■ 供用予定時期

至 下田

至 三島



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=2,700m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前の状況写真

（事業目的がわかるもの）

平成22年度に萩谷工区を供用し、平成23年度は次期工

区の調査・設計、景観検討会を実施しました。
平成24年度は、引き続き石部工区の設計、用地補償を
推進します。

国道136号は、下田市を起点とし三島市に至る幹線道路
であり、地域住民の生活道路であるとともに防災上重要
な第一次緊急輸送路に指定されています。さらに富士箱
根伊豆国立公園内の周遊道路の一部としての機能も併
せ持つ当地域の主要幹線道路です。

平成２０年４月 平成２３年４月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

国道１３６号国道１３６号 雲見松崎拡幅雲見松崎拡幅
松崎町雲見～道部松崎町雲見～道部

事業箇所

（国）136号

（主）下田松崎線

（一）南伊豆松崎線

当該事業箇所は、現道が伊豆半島西海岸の急峻な地形
を通過することから線形不良や狭隘箇所が多く、すれ違
いが困難である上、雨量による事前交通規制区間にも指
定され、通行に支障を来たしています。このため、すれ違
い困難を解消し、円滑な交通の確保を目的に整備を行っ
ています。

すれ違いが困難な状況 大雨などによる被災状況

整備前 萩谷工区

道路の現状 道路の現状

平成20年代後期以降

■ 供用予定時期

Ｈ22供用 萩谷工区



(一)大井川

変電所

発電所

362

N

大井川鉄道

（国）３６２号

(主)川根寸又峡線

(一)大井川

変電所

発電所

362362

N

大井川鉄道

（国）３６２号

(主)川根寸又峡線

バイパス

■ 路線の概況

■ 進捗状況

当該事業箇所は、現道が静岡県中部山間地の急峻な
地形を通過することから、線形不良や狭隘箇所が多く、
すれ違いが困難である上、雨量による事前通行規制区
間にも指定され、通行に支障を来たしています。これらを
解消し円滑な交通の確保を目的にバイパスを整備します。

狭あいな道路を回避するバイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

狭あいな道路を回避するバイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

大井川に架かる橋梁が平成23年度までに完成しました。

平成24年度は、道路工事、用地補償を推進します。

国道362号は、愛知県豊川市を起点とし、静岡市に至る

幹線道路であり、地域の生活道路であるとともに行楽
シーズンには奥大井県立自然公園へ多くの観光客が利
用する路線です。 山間部を通過する現道は、急カーブ
が連続し、道路幅員も狭いため、観光シーズンには渋滞
が発生し、交通に支障を来たしています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=1,194m～

国道３６２号国道３６２号 青部バイパス青部バイパス
川根本町青部川根本町青部

現況

平成２４年５月

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

旧川根町

旧中川根町

旧本川根町

■ 進捗状況
平成20年代後期以降

整備中



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=9,966m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

当該事業箇所は、現道が静岡県中部山間地の急峻な地
形を通過することから線形不良や狭隘箇所が多く、すれ違
いが困難である上、雨量による事前通行規制区間にも指
定され、通行に支障を来たしています。これらの狭隘な未
改良区間を改良し、安全で円滑な交通を確保することを目
的に整備を行っています。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

国道362号は、愛知県豊川市を起点とし静岡市に至る幹線

道路で、緊急輸送路にも指定され川根本町と静岡市を結ぶ
唯一の路線です。山間部を通過する現道は、急カーブが連
続し、幅員も狭いためすれ違い困難な箇所が連続し、交通
に支障を来たしています。

整備後の状況写真

（事業効果がわかるもの）
■ 事業の目的と効果

静岡県の

国道３６２号国道３６２号 本川根～静岡バイパス本川根～静岡バイパス
川根本町小長井～富士城川根本町小長井～富士城

島田土木事務所所管

※バイパスの場合は平面図や航空写真な
ど

静岡県施工区間 L=9,966m

至 静岡市

至 川根本町

整備中 バイパス区間
L=1.5 km

静岡市 施工区間

至 静岡

W= 8.0 m

整備前 整備中

整備箇所

全体約10ｋｍの内、第Ⅰ期3.2ｋｍが平成5年に供用、現在
進めている第Ⅱ期工事についても平成14年度までに3.7ｋｍ
が完成し、全体で6.9ｋｍが供用しております。

平成２１年８月

県民くらし満足度日本一の実現に向けて
平成20年代後期以降

■ 供用予定時期

平成24年度は、10-1号橋を含む道路工事を推進します。

10-1号橋



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=420m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

当事業箇所の現道は、山地部の急峻な地形を通過すること
から、急カーブや狭隘箇所が多く、すれ違いが困難であり、雨
量による事前通行規制区間であるため、通行に支障を来たし
ています。これらのすれ違い困難箇所を解消し、道路線形の
改良により、安全で円滑な交通を確保することを目的に整備
を行っています。

これまでにⅠ期工区の0.32ｋｍを供用し、平成22年度よ
りⅡ期工区に着手しました。

平成24年度は、昨年度に引き続き、調査設計を行うとと
もに、用地補償を推進します。

国道473号は、愛知県蒲郡市を起点とし、牧之原市に至

る幹線道路で緊急輸送路にも指定されており、地域の生
活道路であるとともに奥大井県立自然公園への唯一の
ルートとなっています。山地部を通過する現道は、幅員が
狭くすれ違いが困難で、曲線部が多いため見通しの悪く、
交通に支障を来たしています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

国道４７３号国道４７３号 地蔵峠地蔵峠ⅡⅡバイパスバイパス
島田市神尾島田市神尾

平成17年3月 平成21年7月

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めていますすれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています

国道１号大
井
川

東名
吉田IC

●
六合駅●

島田駅

●
金谷駅

●
藤枝駅

市役所●

JR東海道本線

事業箇所

島田大井川線

国
道

473号

Ⅰ期工区 完了（平成22年3月）

Ⅱ期工区 平成20年代後期以降

■ 供用予定時期
至 牧之原市

至 川根本町

大井川
大井川

島田市

大井川鉄道

地蔵峠Ⅱバイパス Ｌ＝420ｍ

し

ま

だ

し

か

み

お

起

点

島

田

市

神

尾

終

点

島

田

市

神

尾

し

ま

だ

し

か

み

お

473
473

(仮）３号橋

（主）島田川根線

至 牧之原市

至 川根本町

大井川
大井川

島田市

大井川鉄道

地蔵峠Ⅱバイパス Ｌ＝420ｍ

し

ま

だ

し

か

み

お

起

点

島

田

市

神

尾

終

点

島

田

市

神

尾

し

ま

だ

し

か

み

お

473473
473473

(仮）３号橋

（主）島田川根線

地蔵峠Ⅰバイパス
L=320m



当該事業箇所は、歩道のない急カーブの狭隘区間となっており、
朝夕の通勤帰宅時と休日の浜名湖を周遊する観光車両により渋
滞をおこし、通行に支障を来たしています。道路線形の改良と歩
道の設置をすることにより、安全で円滑な交通を確保することを目
的に整備を行っています。

■ 路線の概況

国道301号は、浜松市を起点とし豊田市に至る延長約102ｋｍの
幹線道路で、平日は浜松方面からの通勤車両や三ケ日ICからの
物流車両、休日は浜名湖周辺観光の車両等が多く利用します。
また浜名湖西岸を南北に走る唯一の道路であるため、第1次緊
急輸送路に指定されており、この地域にとって欠くことのできない
重要な路線です。

急カーブを曲がりやすくする事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

急カーブを曲がりやすくする事業を進めています。
～～ ２．２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成２１年８月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=450m～

国道３０１号国道３０１号 利木拡幅利木拡幅
湖西市利木湖西市利木

浜名湖湖西市

浜松市

事業箇所

（国）301号

（国）301号

浜名湖
バイパス

（主
）豊
橋
大
知
波
線

平成22年度は附帯工事である軌道こう上工を実施し、平成23
年度は市道付け替え工となる第４大知波橋梁工を実施しました。

平成24年度は用地補償を推進します。

現況 現況

■ 進捗状況

■ 供用予定時期

平成20年代中期



し
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川

下田市 河津町

か

わ

づ
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う

　

　

さ

か

さ

が

わ

至　伊豆市

峰山トンネル

Ｌ＝92.0ｍ

河津川

（
主

）
下

佐

ヶ

野

谷

津

線

稲生沢川

至　下田市街

414

414

伊豆縦貫自動車道

河津下田道路Ⅱ期

（仮）須原IC

（終）（起）

下

田

市

須

原

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=2,025m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

国道414号は、下田市を起点とし沼津市に至る路線で

あり、地域住民の生活道路であるとともに観光道路とし
ての機能を併せ持つ当地域の主要幹線道路です。ま
た、将来的には伊豆縦貫自動車道のアクセス道路とも
なる重要な道路です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

国道４１４号国道４１４号 須原拡幅須原拡幅
下田市須原～河津町逆川下田市須原～河津町逆川

事業箇所

（主）下田松崎線

（国）414号

（主）下佐ヶ野谷津線

（一）河津下田線

（一）湯ヶ野松崎線

（国）135号

当該事業区間は、現道の線形が悪く狭隘箇所が連続
しているため、すれ違いが困難であり、観光シーズンに
は渋滞が発生し、夏期には大型車通行規制を余儀なく
されています。安全で快適な通行の確保と夏期大型車
通行規制区間の緩和を目的に整備を行っています。

平成24年度は道路拡幅工事を推進します。

■ 供用予定時期
平成20年代中期

整備前

平成20年9月

整備後・現況

平面図

平成22年6月

須原拡幅



■ 路線の概況

■ 進捗状況

当該事業区間は、大型車両が頻繁に通行する産業道路です
が、現道は見通しの悪い狭隘区間であるため、自動車のすれ
違いが困難で、交通混雑が頻繁に起きています。これらを解消
し、円滑な交通の確保を目的にバイパス整備を行っています。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成24年度は、道路工事を推進します。

国道469号は、御殿場市を起点とし山梨県南部町に至る

幹線道路です。

現道は、人家連担した狭隘な道路であるため、見通しが
悪くすれ違いが困難で交通に支障を来しています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

整備前

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=495m～

国道４６９号国道４６９号 下稲子下稲子ⅡⅡバイパスバイパス
富士宮市下稲子富士宮市下稲子

 

（国）469 号 

（国）52 号 

（県）上稲子長貫線 

（県）清水富士宮線 

（県）白糸富士宮線 

（県）朝霧富士宮線 

（国）139 号 

東名高速道路 

JR 身延線 

事業箇所

■ 供用予定時期

平成20年代中期

整備中

整備前 整備中

平成24年4月

平成24年4月平成22年6月

平成22年6月



■ 路線の概況

■ 進捗状況

当該事業区間の現道は、急勾配な縦断線形で見通しが悪
く、狭隘区間が連続しており、交通に支障を来しています。
これらを解消し、円滑な交通の確保を目的にバイパス整備
を行っています。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成20年度に、富士宮市村山から富士宮市山宮までの
延長Ｌ＝1.7ｋｍを供用し、平成21年度は、Ｌ＝0.2ｋｍを供
用しました。
平成24年度は、残りL=0.8ｋｍ区間の用地補償を推進しま
す。

国道469号は、御殿場市を起点とし山梨県南部町に至る

幹線道路です。第１次緊急輸送路に指定されているととも
に、富士南麓に点在する観光施設や工業団地へのアクセ
ス道路としての役割を担う重要な路線です。

現道は、見通しが悪く狭隘区間が連続するため、大型車
のすれ違いが困難であり、交通に支障を来しています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

現況

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=2,700m～

国道４６９号国道４６９号 山宮バイパス山宮バイパス
富士宮市山宮富士宮市山宮

 

（国）469 号 

（国）52 号 

（県）上稲子長貫線 

（県）清水富士宮線 

（県）白糸富士宮線 

（県）朝霧富士宮線 

（国）139 号 

東名高速道路 

JR 身延線 

事業箇所

■ 供用予定時期

平成20年代中期

平成22年6月

整備中

平成22年2月平成20年3月

現況

平成17年4月

整備中

平成24年4月



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=705m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成２４年６月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道下佐ヶ野谷津線県道下佐ヶ野谷津線 河津町峰～田中河津町峰～田中

事業箇所

（主）下田松崎線

（国）414号

（主）下佐ヶ野谷津線

（一）河津下田線

（一）湯ヶ野松崎線

（国）135号

当区間は観光交通も含め交通量が多いにもかかわら
ず２車線化されていないため、大型車のすれ違いが困
難となっています。また、歩行者の通行も安全が確保
されていない状況です。
バイパスの整備により、安全で快適な走行が可能にな
り日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化
が期待されます。

当路線は、国道１３５号と国道４１４号を結ぶ道路であ
り、地域住民の生活道路であるとともに観光道路として
の機能を併せ持つ重要な道路です。また防災上では
第一次緊急輸送路に指定されています。

平成２４年度は舗装工事を行います。
平成２４年６月

■ 供用予定時期

平成２４年度

整備状況

橋梁整備状況



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=450m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成２０年９月 平成２２年７月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道下田松崎線県道下田松崎線 松崎町明伏松崎町明伏

事業箇所

（一）南伊豆松崎線

（主）下田松崎線 （一）湯ヶ野松崎線

（主）伊東西伊豆線

当区間は観光交通も含め交通量が多いにもかかわら
ず狭隘箇所が多いことからすれ違いが困難な状況と
なっていました。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり
日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化が
期待されます。

当路線は、下田市中心部と松崎町中心部を結ぶ道路
であり、地域住民の生活道路であるとともに観光道路
としての機能を併せ持つ重要な道路です。また、防災
上では第二次緊急輸送路に指定されています。

平成２２年５月末に全区間（２車線、片側歩道）の供用を
開始しました。

平成21年度供用区間
整備前 完成後

平成22年度完成



■ 路線の概況

■ 進捗状況

自動車のすれ違いが困難な狭小区間の解消、走行時間
の短縮など、交通の円滑化を図るため、道路整備を行い
ます。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路整備事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路整備事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成24年度は、道路拡幅工事（L=143m）を実施します。

当路線は、富士地域の環状を結ぶ幹線道路であり、混
雑する富士市および旧富士川町の市街地部を迂回する
役割を持つ路線です。本事業区間においては、富士宮
市、芝川町、旧富士川町と旧由比町および国道１号とを
結ぶ路線としての役割を担っています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

整備前・現況

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=2,900m～

県道富士富士宮由比線県道富士富士宮由比線 富士市北松野富士市北松野

（県）富士富士宮
由比線

（国）52号

（県）富士川身
延線

JR身延線
（県）富士宮芝
川線

事業箇所

至 由比

■ 供用予定時期

平成20年代後期以降



■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違い困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違い困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

西浦江梨工区は平成21年度、西浦久料工区は平成22年度に
完了しました。現在は、西浦立保工区で道路工（L=120m）を実

施しています。

当路線は、地域の生活道路であるとともに、沼津市中心部と
戸田地区とを結ぶ主要な道路です。また、伊豆西海岸線を走
る風光明媚な観光道路であり、地域の経済活動を支える重
要な路線でもあります。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 ５箇所～

県道県道沼津土肥線沼津土肥線 沼津市西浦木負～井田沼津市西浦木負～井田

道路が狭く、すれ違いが困難

すれ違い困難な狭隘箇所を解消し、地域の生活道路および
観光道路としての利便性が向上されます。

平成２４年３月

主要地方道沼津土肥線

主要地方道修善寺戸田線 伊豆市

沼津市

改良箇所
５箇所

県
道

船
原

西
浦

高
原

線

沼津市（戸田）

５箇所のうち、西浦立保工区の整備状況

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

整備前 整備中
■ 供用予定時期

西浦江梨、西浦久料工区を除く３工区：平成20年代後期

井田工区

久料工区(完)

木負工区

立保工区

江梨工区(完)

平成２２年９月



■ 路線の概況

■ 進捗状況

当路線は伊東市から西伊豆町を結ぶ路線でバス路線
に指定されるなど、この地域にとって欠くことのできな
い路線です。

■ 事業の目的と効果

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道伊東西伊豆線県道伊東西伊豆線 西伊豆町一色～大沢里西伊豆町一色～大沢里

事業箇所

（国）136号

（一）仁科峠宇久須線

（主）伊東西伊豆線

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

静岡県の

～道路拡幅 L=530m～

当区間は狭隘箇所が多いことからすれ違いが困難な
状況となっており、安全で快適な走行環境を確保する
ために道路拡幅を行っています。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり
日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化が
期待されます。

平成２１年度までに一色工区で道路拡幅を実施しま
した。平成２２年度から大沢里工区の道路拡幅工事
を実施し、平成２４年２月に完成しました。

整備前(一色工区)整備前(一色工区) 概成後概成後

平成21年度完成

整備前(大沢里工区)整備前(大沢里工区) 完成後完成後

平成２４年２月平成２１年３月

平成１８年１０月 平成２１年８月



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=220m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

山間地域の交通連携強化を図り、道路の幅が狭いなど、

安全で円滑な通行が困難な箇所を解消することを目的とし
ています。

整備後は、道路の拡幅や線形の改良により、安全で快適
な走行が可能となります。

すれ違い困難箇所解消のための道路拡幅工事を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違い困難箇所解消のための道路拡幅工事を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

当路線は、観光地である寸又峡温泉へ通じる唯一のアク
セス道路であるとともに、地元住民にとっても重要な生活
道路です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道川根寸又峡線県道川根寸又峡線 川根本町奥泉川根本町奥泉

平成１７年１月

整備前

川根寸又峡線の渋滞状況 寸又峡温泉の観光車両

大
井
川

寸
又
川

川
根

寸
又

峡
線

接
岨

峡
線

寸又峡温泉
長島ダム

事業箇所

平成23年度は、用地補償 道路拡幅工を実施。
平成24年度は、引続き道路拡幅工（L=152m）を実施。

■ 供用予定時期

平成25年度

整備中（平成24年6月）



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=460m～

現道（約0.5km）は、沿線に河城小学校が隣接し、学童の通
学路となっていますが、道路幅員が狭く、屈曲し、見通しが
悪い上、歩道が未整備です。
このため、朝夕の通学時間帯では通行車両と歩行者・自転
車が輻輳してたいへん危険な状況です。
現道を迂回するバイパスを整備することにより、通過車両を
バイパスへ転換させ、歩行者・自転車の安全確保、交通の
円滑化を図るとともに、菊川市街地から富士山静岡空港へ
のアクセスを向上させます。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前・現況

当路線は榛原地区と東遠地区とを結ぶ重要な路線であり、
富士山静岡空港へのアクセス道路として交通量の増加が
見込まれている路線です。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道吉田大東線県道吉田大東線 菊川市吉沢菊川市吉沢
東海道新幹線

菊
川

JR在来線

菊川駅

吉田大東線

菊川榛原線

河城小

沢水加川

Ｎ

事業箇所

■ 路線の概況

■ 事業の目的と効果

平成24年度は道路工及び水路工を実施します。

■ 進捗状況

平成20年代中期

■ 供用予定時期

吉
沢

金
谷

線

東海道新幹線
河城小学校

JR在来線

至 菊川

至 静岡

菊 川

沢水加川

事業箇所



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=1100m～

車両及び歩行者が安全に通行できるよう、道路
の拡幅及び歩道の設置を行います。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

道路狭隘区間の解消及び歩道の設置を行った
区間について、地域の方から「以前に比べ、安
全で快適に利用できる道路になりました。」との
喜びの御意見をいただきました。

当地区における県道焼津森線は、バス路線及び
通学路であり地区の重要な生活幹線道路ですが、
幅員が狭く歩道がありません。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道焼津森線県道焼津森線 掛川市倉真掛川市倉真
（
主
）
掛
川
川
根
線

（主）焼津森線

二
級
河
川
倉
真
川

準用河川谷川

国1バイパス
西郷I.C

（国）1号

掛川市

至 焼津

至 森

至 掛川駅

倉真小

新東名（建設中）

事業区間

Ｎ

整備前 側道橋整備中

■ 路線の概況

■ 事業の目的と効果

■ 地域のこえ

平成24年度は橋梁上部工及び道路工（L=300m）
を実施します。

■ 進捗状況

平成24年度

■ 供用予定時期



倉真川

焼津森線

新東名

大和田森線

原
野
谷
ダ
ム

原
野
谷
川

掛
川
川
根
線

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=340m～

現況道路は、幅員約4.0mの未改良区間で乗用車のすれ
違いが困難な道路です。
当該箇所の北側には日帰り温泉やキャンプを楽しめる施
設『森の都・ならここの里』があり、夏場のシーズンにはす
れ違いを円滑にするため地元住民による交通整理が行わ
れるなど、問題が顕著化しています。
道路拡幅によりすれ違い困難な狭隘個所を解消するとと
もに都市部や主要幹線道路へのアクセスを向上させます。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前・現況

当路線は掛川市北部の原泉地域と掛川市街地を結ぶ唯
一の生活道路であり、バス路線にもなっていることから、
地域住民にとって欠くことのできない路線です。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道掛川川根線県道掛川川根線 掛川市萩間掛川市萩間
事業箇所

焼津森線

大和田森線

Ｎ

掛
川
川
根
線

原野谷
ダム

原
野
谷
川

原
里
大
池
線

倉
真
川

掛
川
戸
沢
川

事業箇所

■ 路線の概況

■ 事業の目的と効果

平成24年度は、道路工、用地補償を実施します。

■ 進捗状況

平成20年代中期

■ 供用予定時期



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=1,550m～

防災機能の強化、交通環境の改善を図るとともに、御前
崎市の主要幹線道路として､菊川市とのアクセス強化を
図ります。
道路拡幅や歩道整備により、安全で快適な通行を可能に
します。
さらに、現在整備中の小笠バイパスと接続し、御前崎市
から菊川市を経由し掛川市までを 短で結ぶ路線として、
利便性の向上だけでなく、震災時のスムーズな通行が可
能となります。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道掛川浜岡線県道掛川浜岡線 御前崎市新野御前崎市新野

すれ違いが困難な狭溢箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭溢箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前・現況

平成１８年１２月

整備後

平成２４年６月

至 掛川

当路線は掛川市から菊川市を経由し御前崎市に至る路
線であり、第１次緊急輸送路にも指定され、地域の経済
活動を支えるとともに、地域間交流にも極めて重要な役
割を担う路線です。
当工区は道路幅員が狭く、自動車のすれ違いが困難な
上、歩道がなく危険な箇所もあります。

■ 路線の概況

■ 事業の目的と効果

平成24年度は用地補償を実施します。

■ 進捗状況

平成20年代中期

■ 供用予定時期

東名高速

至 浜松

至 静岡

事業箇所

(一)菊川

（主）掛川浜岡線

相良牧之原ＩＣ菊川ＩＣ

(二)新野川

（国）１５０号

（主）相良大須賀線

小笠バイパス

至 掛川



■ 路線の概況

■ 進捗状況

道路幅が狭く、すれ違いが困難な状況となっていることか
ら、道路を迂回するバイパスを整備し、円滑な交通を確保
します。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

内房地区では、平成21年度までに約2.7kmの整備が完
了しています。
平成22年度から内房と内房尾崎地区で道路拡幅及び
新設の工事、用地補償を実施し、平成24年に内房地区
が完成します。

当路線は、旧芝川町内の南北都市軸を担う幹線道路で
あり、国道469号、国道139号、国道52号、新東名高速道
路、清水ＩＣを相互に連絡します。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備・現道拡幅 L=6,160m ～

県道清水富士宮線県道清水富士宮線 富士宮市内房富士宮市内房

至 　富 士 宮 市

バイパス

事業箇所

新東名高速道路

内房

内房尾崎

大鹿窪

整備前・現況（内房尾崎）

■ 供用予定時期

内房地区 平成24年供用開始予定
全体計画 平成20年代後期

至 内房尾崎

整備中

至 内房尾崎 平成２４年4月



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=1,175m～

北部山間地と都市部とを結ぶ南北道路を整備することに
より、地域間の連携、交流圏の拡大を図るとともに、北部
山間地の振興に寄与します。

当路線は、袋井市街地と浜松市（旧春野町）とを結ぶ中
遠地区の主要な南北道路ですが、当地区は幅員狭小で
車両のすれ違いが困難な状況です。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道袋井春野線県道袋井春野線 三倉バイパス三倉バイパス 森町三倉森町三倉

平成２０年１０月 平成２０年１０月

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

事業箇所

整備後整備前・現況

■ 路線の概況

■ 進捗状況

■ 事業の目的と効果

区間①：L=690m 平成20年10月供用開始。
区間②：L=485m 平成24年6月供用開始。
全長L=1,175ｍ供用を開始し、狭隘な三倉市街地区間の
交通が円滑になりました。
平成２４年度は、三倉バイパスより春野側の箇所におい
て、橋梁詳細設計を行っています。

浜松市境まで：平成２０年代後期以降

■ 供用予定時期

開通後

平成２４年６月

至 袋井
至 春野三倉バイパス

現道
至 袋井

区間①L=690m 区間②L=485m

H24永代橋

詳細設計



■ 路線の概況

■ 進捗状況

当路線の沼津地区は、狭隘かつ曲線箇所が多いために慢性的な渋滞が発生し、公共交通機関
（バス）の利便性や交通弱者（歩行者、自転車等）の安全性が充分に図られていない状況です。
バイパスの新設により現道の交通量が減少し、渋滞の解消、安全かつスムーズな交通の確保等
が期待できます。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成19年度までに用地取得が完了し、道路工事を実施しています。
平成24年度は引き続き、道路工事を実施します。

当路線は、三島市、沼津市、富士市等を結ぶ生活に密着した路線であるとともに、国道１号を補
完する役目を担う重要な路線です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

現道の状況 整備後のイメージ
（既改良済工区）

平成２１年８月

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=1,130m～
県道三島富士線県道三島富士線 沼津市井出沼津市井出

国道１号

三島富士線

三島富士線（バイパス）

（事業箇所）

（事業箇所）

■ 供用予定時期

平成２０年代後期以降



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=2,133m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道河津下田線県道河津下田線 下田市落合～河津町縄地下田市落合～河津町縄地

事業箇所

（主）下田松崎線

（国）414号

（主）下佐ヶ野谷津線

（一）河津下田線

（一）湯ヶ野松崎線

（国）135号

当区間は狭隘箇所が多いことからすれ違いが困難な
状況となっており、安全で快適な走行環境を確保する
ために道路拡幅が必要とされています。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり
日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化が
期待されます。

当路線は、国道１３５号と国道４１４号を東西に結ぶ道
路であり、地域住民の生活道路であるとともに、国道１
３５号の迂回路としての役割が期待される道路です。

平成２４年度は測量設計、用地買収や道路工事（L=200m）

を推進します。
現在、国道４１４号から河津側に３６７ｍ区間を供用開始し
ています。

平成２１年８月

一部供用開始

平成１８年１月

県道河津下田線

(国）414号
(国）135号

下田市

河津町

整備前

■ 供用予定時期

平成２０年代後期以降



■ 路線の概況

現道は車両のすれ違いも困難で、歩行者の通行も危険な
状況であるため、バイパス道路の新設と現道の拡幅と歩
道の設置をしています。現況で６ｍしかない幅員が１２ｍ
まで拡幅されるとともに、両側に２．５ｍの歩道が設置され
るため、車両の円滑な通行が可能になるとともに歩行者
の安全が確保できます

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路新設事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路新設事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

バイパス道路約1.5ｋｍを平成24年4月15日に暫定供用し

ています。
平成24年度は、部分的に舗装工事を実施します。

本路線は伊豆の国市原木と沼津市中心部とを結ぶ路
線であり、地域の生活道路としての機能に加え、国道１
３６号、４１４号の迂回路としての機能も持つ交通量の多
い路線です。また、東駿河湾環状道路や国道４１４号静
浦バイパスの供用後は、さらなる交通量の増加が見込
まれます。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～新設道路及び道路拡幅整備～

県道原木沼津線県道原木沼津線 沼津市大平～清水町徳倉沼津市大平～清水町徳倉
現 道

■ 進捗状況

■ 供用予定時期

暫定供用：平成２４年4月15日

完 成：平成２０年代中期

整備後

平成２４年４月

事業箇所

現道

• 道が開通して、生活が便利になりました。
• 歩行者も安全に通れます。

利用者のこえ（暫定供用時）



■ 開通区間における走行時間の短縮

～バイパス整備 L=1,500m～

旧道の状況 整備後のバイパス整備後のバイパス

■ 路線の概況

当路線は、国道246号や小山町市街地と、沿線の工業団地
や富士スピードウェイ・山中湖などの観光施設とを結ぶ路線で
す。

国道２４６号

バイパス

旧 道

山中湖小山線

神
奈
川
県

富士スピードウェイ
新東名高速道路

東名高速道路

国道２４６号

事業箇所

2.0

4.4

0 2 4 6

整備後

整備前

（分）

至 山梨県

すれ違い困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違い困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道山中湖小山線県道山中湖小山線 小山町藤曲～中島小山町藤曲～中島

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

■ 事業の目的と効果

旧道（約３km）は、道路幅員が狭く、屈曲しているため、大型

車両が通行できませんでした。このため、旧道を迂回するバイ
パスを整備することにより、大型車両も安全に通行できるよう
事業を進めています。

このバイパスが完成すると、工業団地や富士スピードウェイ
などの観光施設へのアクセス性の向上、また、生活道路への
大型車両の流入の減少などの効果が見込まれます。

開通

事
業

中

■ 進捗状況

平成２４年度は橋梁上部工、道路工事を実施します。

■ 供用予定時期

平成２４年度

平成17年
度供用



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=700m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前

平成２２年４月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道下田南伊豆線県道下田南伊豆線 下田市大賀茂下田市大賀茂

事業箇所
（国）135号

（国）136号

（国）414号
（一）蓮台寺立野線

（一）下田南伊豆線

当区間は道路の幅が狭く、すれ違いが困難な状況で
あり、安全で快適な走行環境を確保するために道路拡
幅が必要とされています。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり
日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化が
期待されます。

当路線は、下田市中心部と南伊豆町中心部を結ぶ道
路であり、地域住民の生活道路であるとともに国道１３
６号の機能を分担する観光道路としての役割を併せ持
つ当地域の重要な道路です。

平成２３年度に一部箇所１３０ｍ供用開始しました。
平成２４年度は引き続き道路拡幅工事を推進します。

■ 供用予定時期

平成２６年度

平成２４年１月

整備（暫定）後



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=820m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前

※バイパスの場合は平面図や航空写真など

平成２２年１月

整備中

平成２３年４月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道南伊豆松崎線県道南伊豆松崎線 南伊豆町岩殿～川合野南伊豆町岩殿～川合野

事業箇所

（国）136号

（一）南伊豆松崎線

（一）下田南伊豆線

当区間は道路の幅が狭く、すれ違いが困難な状況で
あり、安全で快適な走行環境を確保するために道路拡
幅が必要とされています。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり
日常生活の利便性の向上が期待されます。

当路線は、南伊豆町中心部と松崎町中心部を結ぶ道
路であり、地域住民の生活道路である重要な道路です。

平成２４年度は道路拡幅工事を実施します。

すれ違い困難区間

拡幅済み区間

拡幅済み区間

川合野工区

■ 供用予定時期

平成２４年度



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=200m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成２０年９月 平成２４年５月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道南伊豆松崎線県道南伊豆松崎線 松崎町岩科北側松崎町岩科北側

事業箇所（一）南伊豆松崎線

（主）下田松崎線 （一）湯ヶ野松崎線

（主）伊東西伊豆線

当区間は道路の幅が狭く、すれ違いが困難な状況と
なっており、安全で快適な走行環境を確保するために
も道路拡幅が必要とされています。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり
日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化が
期待されます。

当路線は、南伊豆町中心部と松崎町中心部を結ぶ道
路であり、地域住民の生活道路であるとともに国道１３
６号の迂回路としての機能を併せ持つ当地域の重要な
道路です。

平成２１年度に一部供用開始しました。平成２３年度は引
続き道路拡幅工事、舗装工事を実施し、平成２４年５月に
全区間完成しました。

整備前 整備後

平成２３年６月

整備中

平成24年5月



■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違い困難な狭隘箇所を解消し、地域の生活道路、観
光道路としての利便性を向上させます。

道路拡幅や線形改良により、安全で快適な走行が可能と
なります。

狭隘な道路を拡幅する事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

狭隘な道路を拡幅する事業を進めています。
～～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成22年度に用地の取得がほぼ完了しており、平成
24年度は道路拡幅工事を進めます。

当路線は地域の生活道路であるとともに、裾野市と神奈
川県箱根町を結ぶ県境を跨ぐ重要な道路です。また、東
名高速道路裾野IC、国道２４６号から観光地箱根・芦ノ湖
を結ぶ観光道路としての役割も持っています。

平成２４年６月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=2,110m～

県道仙石原新田線県道仙石原新田線 裾野市深良裾野市深良

箱
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ス
カ
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ラ
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ン

芦
ノ
湖
ス
カ
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ラ
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東
名
高
速
道
路

国
道

２
４
６
号

（一）仙石原新田線
裾野IC

至沼津

至御殿場

（一）沼津小山線

岩波駅

JR御殿場線

芦
ノ
湖

整備状況箱
根
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

芦
ノ
湖
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

東
名
高
速
道
路

国
道
２
４
６
号

裾野IC

至御殿場

（一）沼津小山線

岩波駅

JR御殿場線

（一）仙石原新田線

至 沼津

芦
ノ
湖

事業箇所

■ 供用予定時期

平成20年代中期



■ 路線の概況

■ 進捗状況

現道は道路幅員が狭く、屈曲していたため車両のすれ違
いが困難な状況です。このため、道路拡幅や線形改良や
視距改良を行い、安全で快適な走行が可能になります。

狭隘な道路を拡幅する事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

狭隘な道路を拡幅する事業を進めています。
～～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

①谷田台崎
平成22年度末に完了。

②玉沢
平成24年度は工事および用地買収

を進めています。

当路線は神奈川県箱根方面と三島警察署や住宅団地の
ある三島市街地とを結び、バス路線にも指定され、国道１
号の迂回路としての機能を持つ重要な路線です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 ２箇所～

県道三ツ谷谷田線県道三ツ谷谷田線 三島市谷田台崎～玉沢三島市谷田台崎～玉沢 ①谷田台崎

②玉沢

竹倉

①谷田台崎 ②玉沢

■ 供用予定時期

①谷田台崎 ： 平成22年度
②玉沢 ： 平成24年度

平成２３年３月 平成２４年３月

整備中完了



■ 路線の概況

■ 進捗状況

自動車のすれ違いが困難な狭小区間の解消、走行時間
の短縮など、交通の円滑化を図るため、道路整備を行い
ます。

交通渋滞や交通事故を解消する、道路整備事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

交通渋滞や交通事故を解消する、道路整備事業を進めています。
～～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成24年度は、用地補償などを実施しています。

当路線は、市内西側を南下する道路で（仮称）新々富
士川橋工区取合部を経由し、国道139号に接続する道
路であり、地域住民の重要な生活道路です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=170m～

県道鷹岡柚木線県道鷹岡柚木線 富士市鷹岡本町富士市鷹岡本町

至 柚木

用地買収を実施しています。

事業箇所

県道鷹岡柚木線

新東名高速道路

整備前・現況

■ 供用予定時期

平成27年度



ＪＲ東海道線

ＪＲ身延線

新東名高速道路

富
士
川

■ 路線の概況

■ 進捗状況

新々富士川橋の開通により、将来大幅な交通増加が見
込まれます。また、中学校も隣接することから、歩行者・自
転車の交通安全、自動車のスムーズな通行の確保を目的
として、道路整備を進めます。

交通渋滞や交通事故を解消する、道路整備事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

交通渋滞や交通事故を解消する、道路整備事業を進めています。
～～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成24年度は、用地補償を実施します。

当路線は、富士川沿東側を南下する道路であり、また、
別事業で進めている（仮称）新々富士川橋工区と交差す
る道路でもあり、地域住民の重要な生活道路です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～ 道路拡幅 L=150m ～

県道鷹岡柚木線県道鷹岡柚木線 富士市松岡富士市松岡

至 柚木用地買収を実施しています。

整備前・現況

■ 供用予定時期

平成20年代中期

岩松中学校

事業箇所

県道鷹岡柚木線

新々富士川橋
（計画中）



■ 路線の概況

■ 進捗状況

狭隘区間が連続し、道路線形と視距が不良となっている
道路を迂回するバイパスを整備します。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成24年度は、道路設計と用地関係の調整などを実施しま
す。

当路線は、市内西側を南北に縦貫する道路で、JR西
富士宮駅と県道朝霧富士宮線とを結ぶ道路であり、
地域住民の重要な生活道路です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=1,274m～

県道白糸富士宮線県道白糸富士宮線 富士宮市下条富士宮市下条

至 富士宮市街

 

（国）469 号 

（国）52 号 

（県）上稲子長貫線 

（県）清水富士宮線 

（県）白糸富士宮線 

（県）朝霧富士宮線 

（国）139 号 

東名高速道路 

JR 身延線 

事業箇所

整備前・現況

■ 供用予定時期

平成20年代後期以降



■ 路線の概況

■ 進捗状況

旧川根町西部地域と川根・島田市街地間における交通の連
携強化を図るために、道路幅が狭く、安全で円滑な通行が困
難となっている箇所を解消することを目的としています。
整備後は、道路の拡幅や線形の改良により、安全で快適な
走行が可能となりました。

すれ違い困難を解消するため道路の拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違い困難を解消するため道路の拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成22年2月 供用

当路線は、旧川根町を東西に横断する道路で、旧川根町西
部地域と川根・島田市街地を結ぶ唯一の主要道路です。
また、バス路線に指定されるなど、この地域にとって欠くこと
のできない重要な生活道路でもあります。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

平成２２年３月

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=110m～

県道藤枝天竜線県道藤枝天竜線 島田市川根町牛代島田市川根町牛代

県
道

島
田

川
根

線

位 置 図

国道362号

県道藤枝天竜線

国
道

4
7
3

号

事業箇所

大
井
川

県
道

川
根

寸
又

峡
線

家
山
川

笹
間
川

県道藤枝天竜線

完 成

整備前



■ 路線の概況

■ 進捗状況

旧川根町東部地域と川根・島田市街地間における交通の連
携強化を図るために、道路の幅が狭いなど、安全で円滑な通
行が困難な箇所を解消することを目的としています。

整備後は、道路の拡幅や線形の改良により、安全で快適な
走行が可能となります。

すれ違い困難を解消するため道路の拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違い困難を解消するため道路の拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成２３年度は、第１、第２工区の舗装工事及び第３工区の道
路拡幅工事を実施。
平成２４年度は、引続き第３工区の道路拡幅工事を実施。

当路線は、旧川根町を東西に横断する道路で、旧川根町東部
地域と川根・島田市街地を結ぶ唯一の主要道路です。
また、バス路線・緊急輸送路に指定されるなど、この地域に
とって欠くことのできない重要な生活道路でもあります。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

整備前・現況

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=350m（150+100+100）～

県道藤枝天竜線県道藤枝天竜線 島田市川根町高日向（笹間下）島田市川根町高日向（笹間下）
第１、第２第１、第２ 、、第３工区第３工区

第１工区第１工区

位 置 図

国
道

４
７
３

号

国道３６２号

大
井
川

事業箇所

整備前・現況

第１工区：平成２３年６月供用済み。
第２工区：平成２３年８月供用済み。

第３工区：平成２５年度供用予定

■ 供用予定時期

第３工区第３工区

整備前・現況

第２工区第２工区

平成２３年８月平成２３年６月

完 成

第１工区第１工区 第２工区第２工区
平成２４年６月

完 成 施工中



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～ 道路拡幅 ～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

整備前

当路線は、周智郡森町大河内地区と森町の中心地を結ぶ生活道
路であり、中遠地域と大井川中流域を結ぶ主要ルートです。太田
川ダム湖より上流では、二級河川太田川と急峻な山地に挟まれ、
道幅が狭く、すれ違いが困難な道路です。

平成２１年１月

整備中

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道大河内森線県道大河内森線 森町三倉森町三倉

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

大河内地区から太田川ダム湖までの約３km区間は、道路幅が約
３～４ｍと狭く、自動車のすれ違いが困難であるため、待避所の整
備や視距改良により、対向車同士のすれ違いが円滑になるように
整備を進めています。
狭隘な山間地域であり、周辺状況を踏まえ、１．５車線的整備を進
めていきます。

大河内

森市街へ

大河内森線

藤枝天竜線

袋井春野線

事業箇所
太田川ダム

狭隘な区間

平成24年3月

３ｍ
５ｍ

２ｍ拡幅しました！

全体区間のうち、平成23年度に延長L=56m拡幅しました。

■ 供用予定時期

平成20年代中期



■ 路線の概況

■ 進捗状況

交差点を改良する事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

交差点を改良する事業を進めています。
～～ ２．２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

位置図

整備前・現況

県道船原西浦高原線は、戸田と沼津を結ぶ路
線であり、西伊豆地区と東部地区を結ぶ重要
な路線です。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

県道船原西浦高原線県道船原西浦高原線 沼津市西浦古宇沼津市西浦古宇

整備箇所は、戸田地区より沼津地区に向かう車
両が主要地方道沼津土肥線に合流する箇所で
あり、合流部では県道船原西浦高原線に一旦停
止が義務付けられていますが、鋭角交差点であ
ることから、一旦停止に気付かずに合流する車
両が多く、度々衝突未遂が生じているため、交差
点を改良することにより、一旦停止を促し、事故
を未然に防ぐことが期待できます。

平成21年度に物件調査を実施。
平成22年度、平成23年度は用地補償を実施。
平成24年度は工事（L=50m）を進めます。

県
道

船
原

西
浦

高
原

線

主要地方道沼津土肥線

主要修善寺戸田線

沼津市

伊豆市

改良箇所

（
一
）船
原
西
浦
高
原
線

至沼津
（主

）沼
津

土
肥

線

（
一
）船
原
西
浦
高
原
線至戸田

沼津市（戸田）

～道路拡幅 L=180m～

■ 供用予定時期

平成24年度



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=1,860m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

道路幅が狭く、見通しの悪い屈曲部を迂回するバイパスを
整備し、伊豆市の一体化の向上を図ります。
道路の新設により、安全で快適な走行が可能になり、旧修
善寺町と旧天城湯ヶ島町の移動がスムーズになります。
特に、交通の要衝である国道136号と国道414号の交差点
や修善寺駅周辺を回避する路線として移動時間の短縮に
繋がります。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路新設事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路新設事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

当路線は、旧修善寺町と旧天城湯ヶ島線を結び、交通量
の多い国道414号を補完する路線です。国道414号と修
善寺駅周辺の混雑を回避する路線として、地域住民をは
じめ、観光客にも利用されています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道修善寺天城湯ヶ島線県道修善寺天城湯ヶ島線 伊豆市日向伊豆市日向
（主）伊東修善寺線

伊豆市

（国）136号

事業箇所

（主）修善寺戸田線

（国）414号

（一）修善寺天城湯ヶ島線

（国）136号

事業区間 市道事業予定

現況 BP整備後

■ 供用時期

平成23年12月供用開始

平成２３年１２月

平成23年12月13日にバイパスが開通しました。

・道が広く、便利になりました。
・歩行者が安全で、安心です。
・引き続き狭い所を広げてください。

利用者のこえ



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=300m～

■ 路線の概況

■ 供用時期

道路幅が狭く、見通しの悪い屈曲部を拡幅整備し、
新伊豆市の一体化の向上を図りました。
整備前は大型車通行禁止区間でしたが、道路拡幅
完了により、規制が解除されるとともに、安全で快
適な走行が可能になり、旧修善寺町と旧天城湯ヶ
島町の移動がスムーズになりました。特に、交通の
要衝である国道136号と国道414号の交差点を回避
する路線として移動時間の短縮に繋がります。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成21年1月供用開始

当路線は、旧修善寺町と旧天城湯ヶ島線を結び、
交通量の多い国道414号を補完する路線です。
国道136号と国道414号が交差する出口交差点
の混雑を回避する路線として、地域住民をはじめ、
観光客にも利用されています。

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道修善寺天城湯ヶ島線県道修善寺天城湯ヶ島線 伊豆市矢熊工区伊豆市矢熊工区
（主）伊東修善寺線

伊豆市

（国）136号

事業箇所

（主）修善寺戸田線

（国）414号

（一）修善寺天城湯ヶ島線

（国）136号

整備前 整備後

• 道が広がり、車で走りやすくなりました。
• 夜でも安全に通れます。
• 引き続き狭い所を広げてください。

利用者のこえ



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=100m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

平成１９年５月

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道仁科峠宇久須線県道仁科峠宇久須線 西伊豆町宇久須西伊豆町宇久須

事業箇所

（国）136号

（一）仁科峠宇久須線

（主）伊東西伊豆線

当区間は狭隘箇所が多いことからすれ違いが困難な
状況となっており、安全で快適な走行環境を確保する
ためにも道路拡幅が必要とされています。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり
日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化が
期待されます。

平成２３年度は道路拡幅工事を推進しました。
平成２４年度は引き続き道路拡幅工事（L=100m）を実施し

ます。

当路線は、西天城高原南端の仁科峠と国道１３６号を
結ぶ道路であり、地域住民の生活道路であるとともに
観光道路としての機能を併せ持つ当地域の重要な道
路です。また、国道１３６号や県道伊東西伊豆線の迂
回路ともなる道路です。

平成２２年６月

平成２１年８月

平成２１年９月

平成21年度供用区間

整備前 整備後

整備前 整備後

平成２４年度

■ 供用予定時期



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=2,400m～

合併した旧市街地を結ぶ道路整備を行い、旧市街地間や高速
道路などへのアクセスが向上しました。
整備前は、道路幅員が狭く、歩道もないため、自動車のすれ違
いが困難なうえ、大変危険な状況でしたが、道路拡幅や歩道
整備により、安全で快適な走行が可能になりました。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業が完了しました。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前・現況

当路線は、旧掛川市街地から旧大須賀町市街地を結ぶ
路線であり、本路線以外では、旧大東町や袋井市を経由
し、迂回することとなるため、この地域にとって欠くことので
きない路線です。

平成１６年３月

整備後

平成２１年８月

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

県道大須賀掛川停車場線県道大須賀掛川停車場線 掛川市西大谷掛川市西大谷

事業箇所

東名高速

掛川駅

旧大須賀町

市街地

旧大東町

市街地

■ 路線の概況

■ 進捗状況

■ 事業の目的と効果

■ 地域のこえ

平成21年度に全線供用開始しました。

道路整備前は道路幅が狭く車のすれ違いに支障があった。
道路整備後は、対向車とのすれ違いも容易となり安心して
通れるようになり、とても助かっている。
車の速度があがりそうなのが、心配でもある。



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=3,291m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前

平成２０年５月

整備後（一部供用開始）

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

町道湯ヶ岡赤川線町道湯ヶ岡赤川線 東伊豆町大川東伊豆町大川 事業箇所

（国）135号

（一）熱川片瀬線

（町）湯ヶ岡赤川線

当区間は狭隘箇所が多いことからすれ違い
が困難な状況となっており、安全で快適な走
行環境を確保するためにも道路拡幅が必要
とされています。
当区間の整備により、安全で快適な走行が可
能になり日常生活の利便性の向上が期待さ
れます。

当路線は、東伊豆町白田と東伊豆町大川を結ぶ町道
であり、地域住民の生活道路として利用されるとともに
国道１３５号の夏季の渋滞時や災害発生時の迂回路と
して利用される道路です。

これまでに町道稲取片瀬線から農道片倉線まで
の拡幅が完成しました。
平成２３年度は、町道大川遠笠山線から南へ９００
ｍ区間の道路拡幅工事に着工しました。
平成２４年度も、引続き道路拡幅工事（L=100m）

を行います。

平成２２年５月

■ 供用予定時期

平成２０年代後期以降



すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅 L=1,200m～

■ 路線の概況

■ 進捗状況

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前・現況 完成

■ 事業の目的と効果

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

町道成持吉祥線町道成持吉祥線 南伊豆町加納南伊豆町加納
事業箇所

（国）136号

（一）南伊豆松崎線

（一）下田南伊豆線

（町）成持吉祥線

当区間は観光交通も含め交通量が多いにも関わら
ず狭隘箇所が多いことからすれ違いが困難な状況と
なっており、安全で快適な走行環境を確保するために
も道路拡幅が必要とされています。

当区間の整備により、安全で快適な走行が可能にな
り日常生活の利便性の向上や観光など交流の活発化
が期待されるとともに、国道136号のバイパス的な役割
を果たします。

当路線は、南伊豆町加納と南伊豆町一色を結ぶ町

道であり、バス路線に指定されているなど地域住民の
生活道路であるとともに観光道路としての機能を併せ
持つ当地域の重要な道路です。

平成23年度に全線完成しました。

平成２１年５月 平成２４年４月

■ 全線供用開始

平成24年4月1日

（国）136号

（町）成持吉祥線



■ 路線の概況

現道幅は５～７ｍと狭小で、バス路線としての道路機能及び歩行
者の安全が確保されていない状況です。このため並行する二級河
川をトンネル河川で地下に埋設し、両側歩道の道路に改良しようと
する計画です。

当区間の整備により、安全で快適な走行が可能になり日常生活
の利便性の向上や観光など交流の活発化が期待されます。

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違いが困難な狭隘箇所を解消する、道路拡幅事業を進めています。
～～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

本路線は下田港を起点とし（国）１３６号に至るまでの一般県道下
田港線で、下田港と中心市街地及び沿線の観光施設を結び、生活・
産業・防災・観光を担う重要な路線です。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

都市計画道路下田港横枕線都市計画道路下田港横枕線 下田市３～５丁目工区下田市３～５丁目工区
～ 道路拡幅 L=235m ～

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

（国）136号

（一）蓮台寺立野線

（一）下田南伊豆線

下田市

（一）須崎柿崎線
（都）下田港横枕線

（(一）下田港線）

（主）下田松崎線

（国）414号 （国）135号

事業箇所

事業区間Ｌ＝235m

至
南伊豆町

(ﾆ)平
滑

川→

Ｎ

下田港

(

二)

稲
生
沢
川
→

(国
)136号

(都)下田港横枕線

(県道名：(一)下田港線）

(市
)裁

判
所

通
り

線

完成予想図

整備前

■ 進捗状況

■ 事業の目的と効果

平成２５年度

平成２３年度は、河川をトンネル化する工事を実施しました。

平成２４年度も引き続き、河川をトンネル化する工事を実施します。

■ 供用予定時期

整備中



■ 路線の概況

道路の拡幅、自転車歩行者道及び電線共同溝の整備を
実施することで、慢性的な交通渋滞の解消による交通の円
滑化、自転車・歩行者の安全を確保するとともに、震災時
の医療機関への経路確保、清水町の景観向上及び快適な
歩行空間の形成を図ります。

本路線は、沼津市、清水町及び三島市の２市１町の、沼津
市役所、国立病院機構静岡医療センター、清水町役場、沼
津卸団地などの行政、医療及び物流拠点を連絡する広域的
な幹線道路です。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

都市計画道路都市計画道路 西間門新谷線西間門新谷線 （４工区）清水町柿田（４工区）清水町柿田

平 面 図

整備前・現況

事業箇所
４工区

位 置 図

平成２１年８月

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

道路を拡幅する事業を進めています。（電線の地中化を実施します）
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

道路を拡幅する事業を進めています。（電線の地中化を実施します）
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

～道路拡幅 L=400m～

■ 進捗状況

■ 事業の目的と効果

清水町役場

静岡医療センター

平成２３年度は、用地取得を実施しました。

平成２４年度は、用地取得を実施する予定です。

■ 供用予定時期

平成２０年代後期以降

用地進捗状況

事業延長Ｌ＝４００ｍ Ｗ＝２０ｍ整備済み



東海道新幹線
(主)三島富士線

国道１号

東名高速道路

沼津駅

(

県)
 

西
椎
路
松
長
線

富士市

(都)金岡浮島線
事業箇所

沼津市

沼津市立病院

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～バイパス整備 L=1,025m～

■ 路線の概況

狭隘な現道の三島富士線（根方街道）を回避するバイパスを
整備し、地域の生活環境向上と交通円滑化を図ります。

狭隘な道路を回避する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

狭隘な道路を回避する、バイパス整備を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する渋滞対策等の交通円滑化 ～

整備前・現況

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

都市計画道路都市計画道路 金岡浮島線金岡浮島線 沼津市東椎路～西椎路沼津市東椎路～西椎路

当路線は、沼津市中心市街地から周辺市街地及び富士市中
心市街地を結び、都市の骨格となる市街地幹線道路を形成す
るための重要な路線です。

なお、沼津市立病院前交差点から西側の４５０ｍ区間（西椎路
工区）は平成２１年度に完了しました。

【現道の状況】
・狭隘な道路のうえにバス路線
・歩行者等の安全が脅かされている。
・朝夕は慢性的な渋滞が発生

東海道本線

東駿河湾環状道路

沼津市
西椎路

(主)三島富士線

整備後（完成イメージ）

■ 進捗状況

■ 事業の目的と効果

平成２３年度は、用地取得を実施しました。

平成２４年度は、用地取得を実施する予定です。

■ 供用予定時期

平成２０年代後期以降

用地進捗状況

← 至富士市 至沼津市立病院→



■ 路線の概況

現道は2車線あるものの、路肩や歩道部は狭く、また幹線街
路との交差点では線形が悪いことから見通しがきかず、沿道
へ出入りが多い本地域では、すれ違いが困難な状況となって
います。都市計画道路の整備により、これらを解消して交通の
円滑化を図ります。

事業の実施に併せて市中心部に立地する鉄工所が移転する
等、土地利用の転換を図り、中心市街地に相応しいまちづくり
を誘導します。

御前崎市中心部の交通円滑化を図る街路事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

御前崎市中心部の交通円滑化を図る街路事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

本路線は、東名菊川IC及び掛川市から国道150号までを結
ぶ県道掛川浜岡線の一区間であり、御前崎市（旧浜岡町）の
中心市街地で公共施設等が集中する地域を南北に縦断する
幹線街路です。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

整備前

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅工 L=580m～

都市計画道路都市計画道路 池新田中央線池新田中央線 御前崎市池新田工区御前崎市池新田工区

（都）池新田中央線 延長 580m、幅員 16～17m

国道150号

（都）池新田南部
線（供用済）

県道 掛川浜岡線
（現道）

御前崎市役所、
市民会館、
市立図書館等

八千代公園

鉄工所
（移転）

未利用地
事業に伴い土
地利用の転換
を図る。

県道 掛川浜岡線

国道150号

事業区間

御前崎市
都市計画図

至浜松市

至静岡市

至掛川市

至掛川

整備中

至掛川

■ 進捗状況

■ 事業の目的と効果

平成２３年度は、工事を実施しました。

平成２４年度は、用地調査を実施する予定です。

■ 供用予定時期

平成２０年代中期



■ 路線の概況

すれ違い困難な市街地の狭隘区間を解消する街路事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

すれ違い困難な市街地の狭隘区間を解消する街路事業を進めています。
～ ２．産業活動や地域の生活を支援する、渋滞対策等の交通円滑化 ～

現道は幅員が5mと狭く、沿道には建物が近接して建ち
並んでいることから、自動車のすれ違いが困難な状況で
あり都市計画道路の整備によりすれ違い困難箇所の解消
を図り、交通の円滑化を図ります。

本区間は、沿道整備型街路事業が進められており、道
路と沿道区域の一体的な整備が図られます。

本路線は、掛川市街地西部において南北方向の交通を
担う県道里原大池線の一区間で、国道1号の北側に広がる
既存の市街地や区画整理事業等によって開発された住宅
地等と駅周辺の中心市街地や市役所等とを結ぶ幹線街路
です。

静岡県の

県民くらし満足度日本一の実現に向けて

すれ違い困難箇所の解消すれ違い困難箇所の解消

～道路拡幅工 L=120m～

都市計画道路都市計画道路 下俣二瀬川線下俣二瀬川線
掛川市二瀬川掛川市二瀬川22工区工区

整備前

道路幅員 5.0m

掛川市都市計画図

JR掛川駅

国道1号

国道1号掛川バイパス 七日新田
（土地区画整理）

上屋敷・西郷
（土地区画整理）

大池公園
（総合公園）

秋葉路
（住宅地）

（都）下俣二瀬川線

事業区間
延長 120m、幅員 17m

掛川市役所

整備中

道路幅員 17.0mに拡幅

沿道整備型街路事業により、道路と沿道区域の
一体的な整備が図られます。

■ 進捗状況

■ 事業の目的と効果

平成２３年度は、工事を実施しました。

平成２４年度は、国道1号交差点部の工事を実施します。

■ 供用予定時期

平成２２年度（県施行区間）

平成２４年度（国道１号交差点部）


